
（１）

長男は（？）「補助金カットはイヤ
だんご」（名水労千種支部）

１９９９年５月１５日

汗
ば
む
よ
う
な
陽
射
し
の
中

で
開
か
れ
た
メ
ー
デ
ー
に
は
、

土
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

会
場
は
親
子
連
れ
も
目
立
ち
ま

し
た
。
舞
台
に
は
、
労
働
組
合

や
民
主
団
体
の
代
表
や
一
斉
地

方
選
挙
で
躍
進
し
た
日
本
共
産

党
の
各
議
員
も
登
壇
し
ま
し

た
。主

催
者
を
代
表
し
て
阿
部
精

六
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
長
（
愛

労
連
議
長
）
は
、
「
戦
後
最
悪

の
不
況
で
春
闘
は
大
変
厳
し
い

が
、
中
小
経
営
者
と
の
共
同
も

前
進
し
て
い
る
。
参
院
選
、
知

事
選
な
ど
で
悪
政
を
阻
止
し
た

政
治
革
新
の
大
き
な
流
れ
を
県

内
の
す
み
ず
み
ま
で
広
げ
、
二

十
一
世
紀
を
労
働
者
・
国
民
の

輝
か
し
い
時
代
に
し
よ
う
」と

力
強
く
挨
拶
し
ま
し
た
。

憲
法
の
平
和
主
義
を

全
国
に
響
か
せ
よ
う

連
帯
挨
拶
し
た
森
英
樹
愛
知

憲
法
会
議
事
務
局
長
（
名
大
教

授
）は
、「
小
渕
首
相
は
、訪
米
へ

の
手
み
や
げ
に
平
和
主
義
を
投

げ
捨
て
た
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
法

を
成
立
さ
せ
た
。
民
主
的
な
手

続
き
も
せ
ず
に
、
訪
米
日
程
を

前
提
に
し
た
決
め
方
に
、
今
後

の
日
本
の
姿
を
見
る
思
い
が
す

る
。
し
か
し
参
議
院
で
廃
案
に

追
い
込
ん
だ
経
験
も
い
っ
ぱ
い

持
っ
て
い
る
。
憲
法
を
脅
か
し

た
勢
力
は
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い

る
。
全
国
で
憲
法
の
平
和
主
義

を
響
き
わ
た
ら
せ
よ
う
」
と
参

加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

集
会
後
は
三
カ
所
に
分
か
れ

て
デ
モ
行
進
し
、
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
や
プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど
で
、

「
労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
守

ろ
う
」
「
戦
争
法
案
は
参
議
院

で
廃
案
に
し
よ
う
」
「
社
会
保

障
を
充
実
し
よ
う
」
な
ど
、
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
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「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案

（
戦
争
法
案
）
の
廃
案
を
求
め

ま
す
！
」
愛
知
県
下
の
陸
・
海

・
空
・
港
湾
関
係
労
組
が
上
部

団
体
や
組
織
の
枠
を
超
え
て
四

月
二
八
日
、
名
古
屋
空
港
内
で

共
同
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
ま
し

た
。
参
加
組
合
は
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
や
ス
チ
ワ
ー
デ
ス
・
航
空
管

制
官
な
ど
で
つ
く
る
航
空
安
全

会
議
名
古
屋
支
部
、
全
日
本
海

員
組
合
名
古
屋
支
部
、
全
日
本

倉
庫
運
輸
労
働
組
合
同
盟
東
海

地
区
連
合
会
、
国
労
名
古
屋
地

本
、
全
港
湾
、
運
輸
一
般
、
名

港
管
理
組
合
労
組
な
ど
一
九
単

産
・
単
組
。

ア
ピ
ー
ル
は
、
「
周
辺
事
態

に
な
れ
ば
、
陸
・
海
・
空
・
港

湾
す
べ
て
の
物
流
が
停
滞
し
、

公
共
輸
送
機
関
は
そ
の
役
割
を

果
た
せ
な
く
な
り
、
全
国
民
に

多
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
こ
に
働
く
労
働
者
の

い
の
ち
と
財
産
も
危
機
に
瀕
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
法
案
に
反
対
し
、
廃
案
め

ざ
し
て
立
場
の
違
い
を
超
え
て

行
動
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
国

民
各
階
層
と
労
働
組
合
に
廃
案

を
め
ざ
す
一
点
で
連
帯
す
る
こ

と
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

団
体
を
代
表
し
て
宮
田
守
航

空
安
全
会
議
議
長
は
、
「
愛
知

県
内
に
は
多
く
の
軍
需
産
業
が

あ
り
、
名
古
屋
港
は
ア
メ
リ
カ

が
使
用
を
求
め
て
い
る
十
一
の

民
間
港
湾
の
中
に
入
っ
て
い

る
。
ま
た
、
名
古
屋
空
港
は
軍

民
共
用
で
三
菱
重
工
が
同
居
し

て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
も

修
理
し
た
実
績
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
県
民
の
生
活
と
安
全
に

重
大
な
脅
威
と
な
る
新
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
危
険
性
を
県
民
に
訴

え
た
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
発
表
に

至
っ
た
経
過
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
各
団
体
代
表
者
が

廃
案
に
す
る
決
意
を
込
め
て
一

言
発
言
を
し
ま
し
た
。

ア
ピ
ー
ル
は
県
下
各
自
治
体

議
会
と
首
長
宛
に
送
付
さ
れ
ま

す
。
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陸
・
海
・
空
・
港
湾
関
連
労
組

共
同
ア
ピ
ー
ル

上上
部部
団団
体体
のの
違違
いい
越越
ええ

史
上
最
悪
の
失
業
率
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
自
動
的
に
参
戦
す
る
戦
争
法
案

の
衆
議
院
強
行
採
決
の
中
で
迎
え
た
第
七
〇
回
愛
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー
は
、
青

空
の
下
、
名
古
屋
市
北
区
・
名
城
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。
戦
争
は
イ
ヤ


雇

用
を
守
れ


な
ど
の
横
断
幕
・
プ
ラ
カ
ー
ド
が
会
場
に
あ
ふ
れ
、
「
戦
争
法
案

は
参
議
院
で
廃
案
に


」
と
い
う
一
大
決
起
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

ストップ戦争法
�．２５愛知県民集会

�５月２５日�１８：３０～
�若宮ひろば（矢場町交差点西側）

ガイドラインに反対する人
みんな集まれ�

�５．２１中央行動
国会議員への要請など。

ストップ戦争法�５．２１全国大集会
�５月２１日１８：３０ �東京明治公園
市民、労働者、宗教者、諸団体が様々な垣
根を越えて開催。

第７４号

春
闘
全
体
の
否
定
的
な
影
響
や
中
小
企
業
の
経
営
困
難
の
中

で
厳
し
い
低
額
回
答
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
愛
知
春
闘
共
闘
の

二
四
九
組
合
の
賃
上
げ
は
五
月
十
二
日
現
在
、
妥
結
が
四
八
組

合
、
回
答
引
き
出
し
組
合
が
一
三
九
組
合
（
五
二
％
）
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
回
答
の
単
純
平
均
は
四
七
二
八
円
で
史
上
最

低
だ
っ
た
九
八
春
闘
の
結
果
（
五
七
〇
七
円
）
を
一
〇
〇
〇
円

近
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

春
闘
は
後
半
戦
を
む
か
え
、
な
お
五
割
の
組
合
が
未
回
答
や

超
低
額
の
た
め
五
月
段
階
へ
の
た
た
か
い
に
移
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
法
や
労
働
者
派
遣
法
な
ど
悪
法
阻
止

と
結
ん
で
回
答
上
積
み
に
さ
ら
に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う



未未
解解
決決
組組
合合
がが
５５
割割

回
答
上
積
み
へ
さ
ら
に
奮
闘
を
春
闘
情
報

上上 位位 １１００ 組組 合合

１６，４００

１２，５６３（３．２０％）

１１，５００（３．４０％）

１１，０６５（３．００％）

１１，２１１（３．０８％）

１０，１４３（３．５０％）

９，７４５（２．３４％）

９，６６６（３．７７％）

９，２４０（２．８０％）

８，０００（２．００％）

電 通

大日本図書

日本ＩＢＭ

全 音 楽 譜

川 本 労 組

光 村 図 書

一 橋 出 版

教 育 出 版

開 隆 堂

啓 林 館

�広告労協
�出版労連
�ＪＭＩＵ
� 〃

�ＪＭＩＵ
�出版労連
� 〃

� 〃

� 〃

	 〃

第７０回愛知県中央
メーデーに１．１万

人

ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン

法法
案案
にに

超低額回答に“怒り”�



豊橋・松葉公園に６００名。初めてメーデー
に参加した豊橋農協労組の旗も翻る東三河メ
ーデーは加盟組合以外から１１組合・組織の参
加もあり。デコレーションは人気の「だんご
三兄弟」が主役でしたが「だんごばかりがな
ぜもてる。奥三河が私の郷土です。五平餅」
とだんごブームを妬んだデコも登場。蒲郡地
区労主催の屋内集会には１００名が参加。

安城西公園に３００名。毎年県中央メーデー
と同じスローガンで、様々な傾向の労働組合
や団体が参加。集会ではガイドライン法案反
対の特別決議も採択された。

新柳公園に２５０名。会場では「労働者の権
利を守れ」「消費税廃止」などのプラカード
や旗が林立した。「新ガイドライン反対」
「補助金をカットしないで」などと呼びかけ
ながら、駅前や商店街をデモ行進した。

春日井・春見公園に４７０名。恒例行事のバ
ザーでは、全動労や学童保育、作業所、民商
など８団体が物資販売をおこない、５０万円を
超える売り上げが。市中心部を「不況打開」
「戦争法案反対」などシュプレヒコールをしな
がらデモ行進をした。

江南・中央公に１５０名。唯一民間から参加
した内田油圧の仲間は、「春闘は大変厳しい
状況ですが、メーデーを契機に頑張ります」
と決意表明した。ＪＭＩＵに加盟して初めて
のメーデー。

瀬戸・宮川モールで３００人。市民も参加で
きるメーデーにと、例年法律相談や教育相談
もしている。今年は土曜日なのでお祭り的な
要素も取り入れ綿菓子やコーンなど出店。参
加者から喜ばれた。海上の森、原爆の実相な
どのパネル展示、署名コーナーも設け、多彩
に取り組んだ。
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東
三
河
地
域

西
三
南
・
安
城
地
域

一
宮
地
域

尾
中
地
域

尾
北
地
域

尾
東
地
域

地地
域域
メメ
ーー
デデ
ーー
はは
県県
下下
七七
ヶヶ
所所

デデ
ココ
レレ
ーー
シシ
ョョ
ンン
はは
だだ
んん
ごご
三三
兄兄
弟弟
がが
主主
役役

不不
況況
打打
開開
・・
戦戦
争争
法法
案案
阻阻
止止
でで
決決
議議

訴えは棄却

愛 労 連

補助金カット反対�
介護保障の充実を
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西
山
久
男
さ
ん
（
愛
知
年
金

者
組
合
執
行
委
員
、
春
日
井
原

水
協
事
務
局
長
）
は
、
一
九
九

四
年
王
子
製
紙
春
日
井
工
場
を

定
年
退
職
後
、
東
京
�
広
島
間

を
含
め
て
県
内
の
通
し
行
進
者

と
し
て
五
年
間
歩
き
続
け
て
い

ま
す
。
平
和
行
進
の
生
き
字
引

と
い
わ
れ
る
西
岡
さ
ん
が
こ
の

五
月
に
、
『
平
和
行
進
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
・
愛
知
の
歩
み
』
を
発

行
し
ま
し
た
。

西
山
さ
ん
は
本
づ
く
り
の
き

っ
か
け
を
、
「
平
和
行
進
の
意

義
は
勿
論
、
参
加
し
て
楽
し
く

歩
い
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
内
容

は
、
一
九
五
八
年
に
始
め
て
平

和
行
進
が
県
内
行
進
し
た
こ
と

や
今
の
逆
コ
ー
ス
広
島
�
東
京

間
だ
っ
た
こ
と
な
ど
平
和
行
進

の
ル
ー
ツ
。
桜
ヶ
丘
高
校
の
生

徒
に
よ
る
歓
迎
集
会
は
、
通
し

行
進
者
や
参
加
者
に
日
没
の
夕

日
と
と
も
に
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
感
動
を
与
え
る
な
ど
と

各
コ
ー
ス
の
特
徴
・
見
所
の
紹

介
。
各
自
治
体
の
非
核
宣
言
と

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
な
ど
。
お

り
し
も
戦
争
法
案
が
国
会
で
審

議
さ
れ
て
い
る
さ
な
か
、
「
非

核
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
る
三

四
自
治
体
が
、
住
民
の
い
の
ち

を
守
る
立
場
に
立
ち
返
っ
て
戦

争
法
案
Ｎ
Ｏ
！
の
声
を
あ
げ
て

欲
し
い
」
と
強
調
し
ま
す
。

今
年
の
県
内
行
進
は
五
月
三

一
日
〜
六
月
十
一
日
。
持
っ
て

歩
け
ば
楽
し
み
が
二
倍
に
な
る

こ
と
間
違
い
な
し
。

愛知の歩み
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定価：５００円
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愛
労
連
発
足
以
来
一
〇
年
の

歳
月
を
掛
け
た
第
三
〇
期
地
労

委
裁
判
の
判
決
が
、
五
月
十
二

日
名
古
屋
地
方
裁
判
所
で
言
い

渡
さ
れ
ま
し
た
。

判
決
は
、
「
知
事
の
任
命
は

裁
量
権
を
逸
脱
し
た
と
は
認
め

ら
れ
ず
違
法
と
は
い
え
な
い
」

と
原
告
ら
の
請
求
は
棄
却
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
裁
判
官
は

「
知
事
に
特
別
に
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
、
「
労
働
組
合
運

動
に
お
い
て
運
動
方
針
を
異
に

す
る
潮
流
・
傾
向
が
、
存
在
す

る
以
上
、
労
働
委
員
の
構
成
に

お
い
て
も
多
様
性
を
有
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
当
裁
判

所
も
労
働
界
の
現
状
を
考
慮

す
る
と
右
潮
流
・
系
統
を
判

断
材
料
の
一
つ
と
す
る
こ
と

の
方
が
よ
り
適
切
で
あ
る
と

考
え
る
。
…
…
当
裁
判
所

は
、
愛
知
県
に
対
し
今
後
の
労

働
委
員
の
任
命
に
際
し
、
よ
り

多
く
の
労
働
組
合
及
び
労
働
者

に
支
持
さ
れ
る
よ
う
な
、
合
理

的
な
選
任
方
法
を
検
討
さ
れ
る

こ
と
を
臨
む
」
と
判
決
理
由
の

一
部
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
傍

聴
席
か
ら
は
拍
手
が
お
き
ま
し

た
。裁

判
終
了
後
の
報
告
集
会
で

原
告
団
・
弁
護
団
は
、
「
主
文

で
こ
そ
請
求
を
棄
却
し
て
い
る

も
の
の
内
容
は
先
行
の
九
つ
の

判
決
（
千
葉
・
長
野
等
）
を
い

ず
れ
も
超
え
る
も
の
で
、
現
行

任
命
の
不
当
性
を
示
し
、
裁
判

所
が
公
正
な
任
命
を
求
め
た
画

期
的
な
も
の
で
実
質
的
な
勝
利

判
決
」
と
報
告
。
判
決
内
容

は
、
学
者
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
人
た
ち
の
協
力
と
粘
り
強

い
運
動
の
成
果
で
あ
る
こ
と
も

付
け
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
判
決
を
生
か
し
、
今
年

十
二
月
の
第
三
五
期
労
働
者
委

員
の
任
命
に
む
け
、
引
き
続
き

運
動
を
強
化
す
る
こ
と
が
参
加

者
全
体
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

地
労
委
裁
判
と
は
、
八
九
年

の
労
働
戦
線
の
再
編
に
と
も
な

い
、
そ
れ
ま
で
は
系
統
別
の
労

働
三
団
体
か
ら
選
任
さ
れ
て
い

た
労
働
者
委
員
が
、
再
編
後
の

改
選
で
は
七
名
全
員
が
「
連

合
」
か
ら
選
任
さ
れ
た
た
め
、

愛
労
連
な
ど
が
愛
知
県
に
非
連

合
を
排
除
す
る
差
別
行
政
と
し

て
裁
判
に
訴
え
て
い
た
も
の
。

愛
知
県
社
会
保
障
推
進
協

議
会
は
、
五
月
十
二
日
か
ら

十
四
日
ま
で
、
県
の
福
祉
へ

の
補
助
金
削
減
に
反
対
し
、

安
心
で
き
る
介
護
保
障
の
確

立
を
求
め
て
三
十
一
市
を
訪

問
し
ま
し
た
。

愛
知
県
は
、
第
三
次
行
革

で
市
町
村
へ
の
補
助
金
カ
ッ

ト
の
方
針
を
出
し
て
い
ま
す

が
、
カ
ッ
ト
の
な
か
み
は
、

福
祉
医
療
制
度
や
乳
児
医
療

制
度
の
助
成
金
な
ど
、
医
療

・
福
祉
に
関
わ
る
も
の
が
多

く
住
民
へ
の
し
わ
よ
せ
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
請
で

は
、
補
助
金
カ
ッ
ト
の
中
止

を
県
に
求
め
る
と
と
も
に
県

が
予
算
を
削
減
し
た
場
合
で

も
市
民
の
負
担
転
化
し
な
い

よ
う
求
め
ま
し
た
。
こ
の
中

で
、
県
下
の
市
町
村
会
長
か

ら
補
助
金
カ
ッ
ト
の
見
直
し

の
要
望
が
愛
知
県
に
出
さ
れ

て
い
る
。
九
九
年
度
予
算
で

は
、
従
来
通
り
の
予
算
編
成

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
障
で
は
、
自
治
体

が
責
任
を
持
つ
こ
と
、
低
所

得
者
へ
の
減
免
制
度
や
利
用

料
負
担
へ
の
助
成
制
度
、
ヘ

ル
パ
ー
や
施
設
な
ど
介
護
基

盤
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

利
用
者
の
声
聞
い
て

参
加
者
か
ら
は
、
「
低
年

金
で
保
険
料
や
利
用
料
を
払

う
こ
と
が
無
理
な
お
年
寄
り

が
多
い
。
自
治
体
独
自
の
減

免
制
度
を
。
介
護
認
定
に
漏

れ
た
人
へ
の
自
治
体
と
し
て

の
支
援
の
必
要
性
」
な
ど
要

望
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
リ
ス
ト
ラ
で
収
入
が
な
く

な
っ
た
人
か
ら
も
保
険
料
を

取
る
の
か
。
こ
れ
が
福
祉

か
」
と
い
う
悲
痛
な
声
も
出

さ
れ
ま
し
た
。

来
年
四
月
か
ら
の
実
施
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
保
険

事
業
内
容
は
い
ま
だ
明
ら
か

に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
治
体

の
情
報
公
開
も
含
め
て
運
動

の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

第７４号

愛
労
連
や
自
治
労
連
な
ど
が
愛
知
県
地
方
労
働
委
員
会
の
労
働
者
委
員
の
「
連
合
」
独
占
は

違
法
で
あ
る
と
、
愛
知
県
を
相
手
に
お
こ
し
た
第
三
〇
期
愛
知
地
労
委
裁
判
の
判
決
が
、
五
月

十
二
日
に
だ
さ
れ
ま
し
た
。
判
決
は
主
文
で
は
請
求
を
棄
却
し
ま
し
た
が
、
実
質
的
に
は
原
告

の
主
張
を
認
め
た
も
の
で
勝
利
判
決
に
近
い
内
容
で
し
た
。

読
ん
で
楽
し
く
歩
い
て
�

（２）
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平
和
行
進
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

原原告告主主張張をを実実質質的的にに認認めめ

３１市

毎日新聞５月１２日夕刊


